
地震時せん断応力比L

危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示
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旧法タンク
砂質土であって、次の各号に該当するもの
①地下水によって飽和されているものであること
②粒径加積曲線による通過重量百分率の50％に相
当す
　 る粒径（D50)が、2.0mm以下のものであること

③地表面からの深さ15mまで

砂質土であって、地表面からの深さが20mまでの地盤

新法タンク

液状化の判定方法
所定の範囲内の地盤は、標準貫入試験において以下に定める計算方法により求めた地盤の液
状化指数の値が5以上である場合、液状化すると判断する。

動的せん断強度比R

　杭基礎の場合、液状化に対する抵抗率FLが1.0以下となる部分については、下表に従い土質定
数を低減する。
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特になし

液状化の判定方法
限界N値法
下表の上〔左〕欄に掲げる細粒分含有率（篩い目の開
き0.075mmを通過する土粒子の含有率をいう。）の区
分に応じ、それぞれ同表の下〔右〕欄に掲げる標準貫
入試験値以下のものであること。

備考
　①Aは、タンクの設置位置の中心を中心とし当該タ
　　 ンクの半径から5mを減じた値を半径とする円の
　　 範囲内の砂質土に係る値をいう。
　②Ｂは、第４条の４第３項に規定する平面の範囲
　　 （備考①の範囲を除く）内の砂質土に係る値を
　　 いう。

表－３　土質定数の低減率

表－１　地盤を構成する地質の制限

図－１　タンク断面図

表－２　地盤区分


